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こんたいちくん
（織笠保育園・５歳）

大
戦
の
終
止
符
を
打
っ
た
昭
和
二

十
年
八
月
十
五
日
か
ら
早
や
六
十
年

を
迎
え
、
心
に
刻
ま
れ
た
事
柄
を
忘

れ
る
こ
と
は
な
い
。
私
は
当
時
十
六

歳
で
、
盛
岡
の
某
校
一
学
徒
だ
っ
た
。

戦
い
末
期
の
昭
和
十
九
年
暮
れ
、
岩

手
公
園
の
広
場
に
盛
岡
の
学
徒
が
総

動
員
さ
れ
陸
軍
大
臣
の
悲
痛
な
叫
び

を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
警
護
の
中
、

背
広
姿
で
現
れ
た
人
物
は
当
時
の
首

相
陸
軍
大
臣
、
東
條
英
機
。
そ
の
時

の
一
言
！
「
私
は
東
條
で
す
。
私
は

こ
の
地
で
生
ま
れ
、
こ
の
地
で
育
ち

ま
し
た
。
そ
の
私
は
今
、
日
本
の
危

機
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。
学
徒
諸
君

の
奮
起
を
望
む
」
と
…
。

そ
の
盛
岡
が
間
も
な
く
Ｂ
29
（
爆

撃
機
）
で
…
。
そ
の
中
、
わ
れ
わ
れ

は
昭
和
二
十
年
五
月
十
三
日
、
食
糧

増
産
の
た
め
動
員
で
北
海
道
足
寄
へ

と
。
ど
こ
も
頭
上
は
敵
機
だ
っ
た
。

釜
石
艦
砲
射
撃
は
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
敗
戦
の

知
ら
せ
は
町
の
床
屋
で
聞
い
た
。
道

庁
に
は
ソ
連
の
旗
が
掲
げ
ら
れ
た
と

の
情
報
も
あ
り
、
そ
の
時
帰
れ
ぬ
こ

と
を
決
断
。
と
も
ど
も
髪
と
爪
を
切

り
血
書
を
し
た
た
め
家
に
送
る
。
昭

終
戦
か
ら
六
十
年
を
迎
え
て

和
二
十
年
十
月
一
日
、
盛
岡
に
帰
る

こ
と
が
実
現
。
Ｍ
Ｐ
（
米
軍
憲
兵
）

の
門
を
く
ぐ
り
帰
路
に
着
く
。
再
び

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
る
べ
き
で
な

い
。
今
で
も
戦
争
が
起
こ
っ
て
い
る

他
国
民
の
気
持
ち
を
察
す
る
。

斉
L
敏
實
（
荒
川
・
76
歳
）

今
の
世
の
よ
う
に
花
の
あ
ふ
れ
た
時

代
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
余
計
に
も

幼
心
に
逆
も
ど
り
。
心
の
バ
ラ
ン
ス

の
特
効
薬
に
も
な
っ
て
い
る
。
亡
き

母
と
の
思
い
出
を
く
れ
て
あ
り
が
た

い
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
70
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

ヘ
ル
パ
ー
の

気
づ
か
う
料
理
こ
ま
や
か
で

血
糖
値
ま
で
我
に
聞
き
た
り

菊
地
孝
進
（
船
越
・
？
歳
）

め
か
じ
き
の

背
中
を
追
い
し
突
き
ん
棒

わ
が
子
ら
お
が
れ
と
今
銛
放
つ

糠
盛
祐
一
（
田
の
浜
・
42
歳
）

梅
雨
は
れ
間

庭
サ
ク
ラ
一
枝
紅
葉
し
て

ハ
ラ
リ
と
落
つ
る
を

た
だ
眺
ゆ
る
な
り

匿
名
希
望
（
織
笠
・
？
歳
）

清
ら
か
で
新
し
く
明
る
い
心
で

山
田
町
役
場
毎
日
チ
ャ
イ
ム
放
送

聞
い
て
感
謝
の
言
葉
を

申
し
上
げ
ま
す

平
山
ツ
ネ
子
（
石
峠
・
60
歳
）

雨
上
が
り
の
ア
ジ
サ
イ
の
花
を
見

目
が
さ
め
る

山
�
泰
司
（
船
越
・
59
歳
）

春
夏
秋
冬
と
か
ぞ
へ
て

こ
れ
か
ら
先
は
幾
年
月
ぞ

豊
間
根
マ
ツ
（
石
峠
・
？
歳
）

【７】 【６】

月
一
人
の
方
に
僕
が
作
っ
た
手
作
り

記
念
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
差
し
上

げ
ま
す
。
希
望
の
方
は
①
郵
便
番
号

②
住
所
③
氏
名
④
年
齢
⑤
職
業
⑥
イ

ラ
ス
ト
の
感
想
│
│
な
ど
を
明
記
し
、

八
十
円
切
手
を
同
封
の
上
、
応
募
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
一
人
一
回
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
締
め
切
り
　
八
月
か
ら
十
二
月
ま

で
の
各
月
の
末
日

▽
応
募
先
　
〒
０
２
８
―
１
３
６
１

山
田
町
織
笠
14
―
58
―
５
　
沼
�

信
明
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
Ｖ
５
）

季
節
ぴ
っ
た
り
に
野
や
道
端
の
雑

草
に
交
じ
っ
て
咲
く
「
は
え
と
り
花
」

を
見
つ
け
、
心
引
か
れ
る
。
今
年
は

わ
が
家
の
小
庭
に
も
私
の
好
き
な
は

え
と
り
花
が
、
花
色
良
く
咲
き
誇
り
、

朝
な
夕
な
に
心
置
き
な
く
愛め

で
た
。

遠
い
日
、
畑
の
帰
り
道
に
よ
く
線
路

の
路
肩
に
あ
ど
け
な
く
咲
い
て
い
る

は
え
と
り
花
や
つ
め
草
な
ど
を
「
仏

様
」
に
と
、
野
良
着
姿
の
母
親
と
二

人
で
平
折
り
し
た
こ
と
を
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
思
い
浮
か
べ
て
い
る
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

寺
西
美
波（
10

）

レ
ッ
ク
ウ
ザ
。（
９
）

田
畑
有
望（
11

）

ヤ
ギ
盛
り
�（
16
）

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク（
16

）

色
気
の
な
い
俺
へ
…
。（
15

）

お
の
は
る
な（
６
）

春
紫
苑
水（
？
）

福
士
和
幸（
38

）

堀
合
裕
美
香（
８
）

ゆ
き
み
っ
ち（
９
）

姿
だ
。
す
ご
い
も
の
を
見
ま
し
た
。

佐
々
木
三
津
枝
（
田
の
浜
・
？
歳
）

Ｖ５（17）

堀合大樹（７）7月13日、山田高校で外国語指導助手を務めたアイルラン
ド出身のグランニャ・ハナさん＝写真右＝が1年間の任期
を終えて帰国。また、21日にはカナダ出身で町教育委員会外
国語指導助手のレベッカ・カルダーさんが2年間の任期を
終え、帰国しました。お二人からメッセージが届いています
ので紹介します。

（日本語訳）
みなさん、こんにちは。
山田でのこの１年はとても素晴らしいものでした。とても

気楽に過ごすことができ、皆さんに感謝しています。山田町
は素晴らしく優しい人たちの美しい町です。ここに住み、働
く機会をいただきありがとうございました。アイルランドで
いつでも皆さんがお越しになるのをお待ちしています。
お元気で。

グランニャ

グランニャさん・レベッカさ
んが帰国

地
域
安
全
パ
レ
ー
ド
に
参
加

六
月
二
十
四
日
、
船
越
・
田
の
浜

地
区
の
地
域
安
全
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
が
船
越
小

学
校
児
童
の
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
元
気

い
っ
ぱ
い
に
地
域
の
安
全
と
青
少
年

の
健
全
育
成
を
訴
え
ま
し
た
。
現
在
、

小
学
生
に
よ
る
同
級
生
刺
殺
事
件
や

変
質
者
に
よ
る
監
禁
事
件
な
ど
が
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
供
た
ち
を
守
り
、
健
全
な
社

会
と
地
域
生
活
を
築
い
て
い
く
た

め
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
安
全
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
対

岸
の
火
事
で
は
な
い
こ
と
を
認
識

し
、
み
ん
な
で
事
件
、
事
故
の
な
い

よ
う
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

西
舘
�
（
船
越
・
？
歳
）

八
月
で
ち
ょ
う
ど
「
広
報
や
ま
だ
」

に
イ
ラ
ス
ト
を
出
し
続
け
て
五
年
目

に
な
り
ま
す
。
僕
の
イ
ラ
ス
ト
を
五

年
間
見
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
毎

記
念
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
う
一
度
元
気
に
歩
き
た
い

毎
日
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
と
つ
え
の

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た

く
も
九
十
の
齢よ

わ
い

を
重
ね
し
我
な
れ
ど
、

も
う
一
度
自
分
の
足
で
歩
き
た
き
、

思
い
あ
ぐ
ね
る
毎
日
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
日
生
か
さ
れ
て
明
日
の
こ
と

は
分
か
ら
ぬ
、
世
の
中
を
思
い
つ
つ
。

甲
斐
谷
セ
チ
（
八
幡
町
・
90
歳
）

五
歳
の
息
子
と
保
育
園
に
行
く
途

中
、
一
羽
の
カ
ラ
ス
が
止
ま
っ
て
い

た
。
な
ん
だ
か
形
が
変
だ
と
思
っ
た

ら
、
ね
ず
み
を
く
わ
え
て
い
る
。
し

か
も
大
き
い
。
二
人
と
も
び
っ
く
り

し
て
後
退
り
し
た
。
カ
ラ
ス
は
地
面

に
落
と
し
て
食
べ
始
め
た
。
ワ
ァ
ー
、

気
持
ち
悪
い
。
で
も
こ
れ
が
自
然
の

ネ
ズ
ミ
を
く
わ
え
た
カ
ラ
ス

「
は
え
と
り
花
」に
心
寄
せ
て

つ

ゆ

ひ
と

み

え

も
み

じ

伊
藤
有
紗（
13
）

も
り


